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スコアカード(審判用紙)の記入方法 

 スコアカード（審判用紙とも呼ばれます）は、試合の結果を記録する用紙です。テニスの大会においては、

試合終了後に勝者がサインをすることから、試合結果を証明する大切な用紙ともなります。テニスの大会に

出場する限り、スコアカードの記入ができるというのが選手に求められる条件です。 

 スコアカードは以下のようなものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．試合開始前…「①」の部分に、試合日時、審判名、対戦者名など必要事項を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

③ 

この部分は、試合開始前に書く。 

試合前のトスが行われたならば、 

①トスに勝った方にチェックを入れ、 

②トスの勝者が何を選択したか記入する。 

 (先にサーブ or先にレシーブ or コート) 

② 
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２．試合中…「②」の部分にポイントを記入していく。ポイントの記入方法は以下の通り。 

 

２－①．Ａの部分を書く（トス後、練習中などを使って） 

 

 

 

 

２－②．Ｂの部分を書く（ゲーム中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－③．６－６になった場合は、Ｃの部分にタイブレークの記録を書く 

 

 

 

 

 

 

３．試合終了後…「③」の部分に、勝者はサインとスコアを記入する。 

 

 

 

 

ドロー番号の若い選手名を左に書く。 

この線をネットと見立て、審判から見て、最初にサーブを打つサイドにあわせて選手名を記入する。 

記入方法は、書き方が縦になるだけで、Ｂの部分の書き方と同じ。 

試合終了後、審判はこの欄

に勝者にサインをもらう。 

試合終了後、審判はこの欄に

スコアを書く。 

タイブレークの場合には、タイブ

レークのスコアを書いてもらう。 

取得ゲーム数を書く。 

サーバーのポイントを上に、レシーバのポイントを下に書く。 

ポイントの書き方は、ポイントを取ったら「／」、ファーストサービスをフォルトしたら「・」、

ダブルフォルトは「Ｄ」、サービスエース(ノータッチ)を取ったら「Ａ」と書く。 

この線をネットと見立て、審判から見

て、選手が左からサーブを打つ場合

は左に、右からサーブを打つ場合に

は右にサーバーの名前を書く。 
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３．スコアカード記入例 

 

赤…審判が記入する箇所 ※特に右側をきちんと記入できるようにしましょう 

 

黒…運営側で記入する箇所  記入されていない場合は自分で記入 

 

青…試合勝者の選手（またはペア） 

に記入してもらう箇所 試合終了後に書いてもらってください。 


